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I はじめに

ir真実，偽りなさ現実』を語ることの大切さ， r正義』の心」
会計情報の作成者や会計基準の設定に携わる者に心に留めてもらいたい言葉として，藤田幸

男教授はこの二つの心を示しているい。これは.i今，世出世間の人，多分は，善事をなしては

人に知られんと思ひ，悪事をなしては人に知られじと思ふ。これに依て内外不相応のこと出て

来たる」という道元禅師の「正法眼蔵随聞記Jの中から引用した言葉である。良いことをした

時や良い成果を挙げた時には人に気づいてほしいと思い 悪いことをした時や悪い結果が出た

時には人に知られたくないと思う。この業の深さ故に，人間は真実な姿ではなく偽りの姿を作

り出す。良い状況においても，悪い状況においても，偽りの姿を作り上げるのではなく ，あり

のままの「真実」な姿でいることの大切さ。「偽りなき現実」を語ることの大切さ。そして，会

計情報の利用者である人々を，[均等な人々」として扱うという正義の心を持ち合わせることの

大切さ 2)。この人間の心の在り方についての教えを，会計の心として藤田教授は語られた。

商業科教員として教壇に立ち，早いもので十数年が経とうとしている。教師としての役割を

t旦ってから， 日の前にいる生徒たちに，ただひたすら商業教育の知識を伝えることに懸命にな

るとともに，生徒たちの心の育成に少しでも関わることができたらという思いで， 日々過ごし

てきた。毎日の煩雑な業務に追われながらも，生徒が理解してくれる喜びゃ達成感を感じてい

た。しかし常に私の心の中には，漠然とした疑問があった。

「私が教えていることは，果たして正しい知識なのであろうか。商業教育は，実社会への架け

橋になるものだが，私が教えていることは実社会の動きとかけ離れているものではないだろう

か。」

このような疑問を抱き，約10年前， 自分の専門分野である簿記会計について， もう一度学び

たいという思いで大学院の門をくぐった。そこで学ぶことは 決して楽しいことばかりではな

かった。むしろ， 自分の薄っぺらな知識， 自分の無知さ加減を思い知らされる場であった。大

学院での講義内容や演習内容は，直接的に高等学校の教科指導に役立つわけではない。しかし

高等学校の教科内容の枠を超えた知識，歴史的な経緯，理論の探求など 自分の知識の枠を広

げられる感がした。

このような現職の高校教諭という立場から， また大学院で学んだという経験から，これから

簿記を学ぶ学生に，次のような点から何かアドバイスができればという思いで， 書かせていた

だいた。教えるという立場からは，学習指導要領の変遷に基づき 商業教育における科目「簿

記」の位置づけを確認する。学ぶという立場からは，簿記教育の必要性について，私見を述べ

ることにする。経験に基づくということでは，私の自責の念も込めてという点は否めない。

そこで，まず商業教育における簿記の位置づけを知るために，学習指導要領の変遷に基づき，

Eでは商業の教育目標を， IIIでは簿記の科目目標を辿る。その流れを踏まえ， Nでは愛知県の
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商業教育の現状を報告し， vでは愛知県の簿記教育の現状について，実際の学校を例に挙げて
説明する。その上で， VIでは簿記教育の問題点や課題 そして刊では簿記を学ぶことによって

何を得るかという視点から，簿記教育の必要性を私見をもとに述べることにする。

E 学習指導要領の変遷一商業の教育目標

文部大臣がその暫定的権限に基づき作成する小学校・中学校・高等学校 ・養護学校などの教

育課程の大綱的基準3)として，最初の学習指導要領が昭和22年に試案4)という形で作成され

た。簿記教育の必要性を考えるために，簿記教育の受け皿である教科「商業」の目標の変遷を

辿ることにする( は筆者)。

1 昭和22年版 (1947年版)5) 

第二章 商業の教育目標

商業の教育目標は，これを学ぶものに社会的 ・経済的自覚にもとづいた.良心的な生活を営ませ.経営の

改善や能率的に事務を処理するために必要な知識・技能を修得させ， さらに社会及び産業の健全な発展につ

くす態度をかん養するために，他の教科で学んだ基礎の上に商業を通じて.次のことを発達させるにある。

(1 ) ものごとを科学的 ・能率的に処理する能力

(2) 経済生活及び商業活動に必要な技能

(3) 経済及び商業に関する一般的知識

(4) わが国の経済・産業の特色.商業と他の産業との相互関係についての理解

(5) 良心的な経済生活 ・商業活動をなし社会一般の福祉に貢献し国民生活の向上に努力する態度

(6) 勤笠主重豆， 産業金登墨ι変主主主態度

2 昭和26年版 (1951年版)G) 

第 l章 高等学校の商業教育

第 1 一般目標

高等学校の商業科の一般目標としては，次の5項目があげられるであろう。

(1 ) 商業が.経済生活において. どのような機能を果しているかについて理解する。

(2) 商業に関する基礎的な知識 ・技能を習得して，経済生活を合理的に営むために役だてる。

(3) 車業室長旦金盟業主主金主にとって必要な.知識・技能を身につけ.商業を合理的・能率的に運営す

る能力を養う。

(4) 正しい，好ましい経営の態度・習慣を養い.国民の経済生活の向上に貢献するように努める心構えを

養う。

(5) 商業経済社会の新しい状態に適応したり. さらに.いっそう発展した研究をしたりするために必要な

基礎を養い，将来の進展に役だっ能力を身につける。
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3 昭和30年版 (1955年版) 7)…昭和31年実施 (1956年実施)

第1章商業科の目標

1 高等学校における商業教育の性格

(省略)

2 高等学校における商業教育の目標

前に述べた趣旨に基いて.高等学校における商業教育の一般的な目標を掲げれば次のとおりである。

(1 ) 商業が経済生活においてどのような機能を果しているかを理解させる。

(2) 商業に関する基礎的な知識 ・技能を習得させ.経済生活を合理的に営む態度 ・習慣を養う。

(3) 麗業l三箆主主ゑ1tに必要な知識・技能を習得させ，商業活動を合理的・能率的に営む能力を養う。

(4) 経堂についての正しい心構えを養い，国民の経済生活の向上に貢献するように努める態度を養う。

(5) 経済社会の進展に適応し さらに進んだ研究をするために必要な基礎的能力を養い，将来の発展

に役だてる。

4 昭和33年版 (1958年版) 8)…昭和35年実施 (1960年実施)

第1款目標

1 薗業主主cn二進賞賞理主主主主についての知識と技術を習得させ， これらの活動を合理的，能率的に営
む能力を養う。

2 経済生活における商業の機能や.産業における経営管理の重要性を理解させ.国民経済の発展に寄与

しようとする態度を養う。

3 金援金庫業主主立広進賞賞理士重楚ι錐主主ゑ主としての望ましい心構えを養い，常に研究を重ねて
進歩向上を図る態度を養う。

4 一般の経済生活を合理的.能率的に営む能力と態度とを養う。

5 昭和45年版 (1970年版) 9)…昭和46年版 (1971年実施)

第1款目標

1 直主活動し呈産主主立主主堂笠理に関する知識と技術を習得させ， これらの活動を合理的.能率的に行

なう能力と態度を養う。

2 経済社会における商業の機能や産業における経営の重要性を理解させ.国民経済の発展に寄与する態

度を養う。

3 直重量動ι亘産主主立経賞笠理について常に研究を重ね，創意を働かせて.進歩向上を図る態度を養

つ。

4 日常の経済生活を合理的.能率的に営む能力と態度を養う。

6 昭和53年版 (1978年版)10) 

第 1款目標

商業の各分野に関する基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ.国民経済における商業の意義や役割を理

解させるとともに，麗業企護活動を合理的.実践的に行う能力と態度を育て，経済社会の形成者として望ま

しい資質を養う。
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7 平成元年版 (1989年版)]1)

第 1款目標

商業の各分野に関する基礎的 ・ 基本的な知識と技術を習得させ• @i事E主義主食却を理解させるとともに.
æ~~お量動ーを主体的.合理的に行い. 経済社会の発展に寄与する能力と態度を育てる 。

8 平成10年版 (1998年版)121 

第1款 目標

商業の各分野に関する基礎的 ・ 基本的な知識と技術を習得させ.互-~~主主に対する望ましい心構えや理念

を身に付けさせるとともに.ζ二三一主主の諸活動を主体的.合理的に行い.経済社会の発展に寄与する能力と

態度を育てる。

現在の教育制度は，第二次世界大戦後の抜本的な教育制度改革にまで遡ることができる。終

戦後，敗戦国となった日本は，勝戦国であるアメリカによ って支配され，天皇制度や法体系を

始めとする国の根幹となる制度そのものが，抜本的に改革された。教育制度においても，抜本

的な改革のーっとして， 1米国教育使節団報告書」 を原点としたアメリカ式の新しい教育制度が

誕生した。この報告書の主旨に沿って， course of studyを編集せよとの指示が文部省に対して

なされ，昭和22年版学習指導要領一般編(試案)および学習指導要領教科編(試案)が連合国

軍最高司令部民間情報教育局 (CIE)の許可の下に作られた1310

この当時の商業教育は， どのような状態であったのだろうか。第二次世界大戦の末期におい

て，中等商業教育の存在は不必要とされ，実質的には壊滅状態に陥っていた。その後終戦を迎

え，わずかに残存した男子商業学校および女子商業学校が授業を再開し商業教育は息を吹き

返した1-11。昭和21年5月，戦後初めての全国商業学校校長会の役員会が行われ， 10月には総会

が聞かれた151。総会では，次のような決議が採択された。

「最近，教育制度の全面的刷新が叫ばれるのもこのためであるが，特に戦後日本の再建につ

いては実業教育こそ最も重要視されなければならない。しかるに，従来ややもすれば商業に

対する認識不足により，ことさらに商業教育を軽視する傾きがあるのはきわめて遺憾である。

思うに経済生活こそ人間生活の基盤であり，流通現象は人間社会とともに厳として永遠に存

在するであろう。したがって，商業教育は人間生活の維持発展のため絶対に必要であり，大

いに尊重されるべきである1610J

この決議文から，戦後，世間から軽視されていた商業教育に対して，その重要性と必要性を

訴え，商業教育の再建に向けて立ち上がる当時の関係者の方々の意気込みを感じ取ることがで

きる。

このような時代背景の中，昭和22年版学習指導要領に基づいた商業教育が展開され，昭和23

年4月から新制の商業高等学校が発足した。教科課程m としては， 1実務実習，商業経済，簿

記会計，法規，工業および資材，英語」が設けられていたが，実習中心の教育ならびに CIEの
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職業教育担当官であったモス(L.Q.Moss)が工業教育の担当官だったこともあり，工業教育の商

業教育への当てはめという批判も多くあった問。 そこで，昭和26年版学習指導要領が刊行され

た。商業科の学習指導要領は，昭和22年版のものは中学校の必修科目のーっとして位置づけら

れていたが，昭和26年版以降は，高等学校の教科のーっとして取り上げられている。つまり，

高等学校の商業教育に関する学習指導要領としては，これが最初のものであった。その後学習

指導要領は，産業構造の変動，雇用情勢の変化，情報技術の進展等の時代背景を反映して，約

10年毎に改訂されてきた。現在は7回目に改訂された学習指導要領に基づき，教育課程が編成

されている。そこで，これまでの7回にも及ぶ改訂の特徴について考察する。

全体を通して言えることは，細かな用語の意味合いや表現は異なるものの，昭和22年版に掲

げた目標の大枠や主旨は，平成10年版まで、繋がっていると言える。詳細を見ると，昭和22年版

は終戦後間もなく作成された状況もあるが，昭和26年版の(2X3)(5)を中心にして，その内容が踏

襲されたと思われる。昭和22年版から昭和45年版までは，各目標を項目立てしていたが，昭和

53年版以降は，文章化して表現されているというのも， 一つの特徴である。

次に，用語や意味合いについて考えてみる。商業教育にとって，最も大切な「商業」という

用語の意味合いは， きちんと定義されているのだろうか。商業の目標，商業の分野については

よく説明されているが，商業そのものをどう捉えるかについては 必ずしも明確化されていな

いと考える。それだけ，商業が社会情勢との関わりのなかで揺れ動いている存在だからであろ

つ。

学習指導要領ごとに辿ってみると，昭和22年版・ 26年版では， I勤労を尊びJI産業の発展に

努力する態度J，目標の説明191には 「経営者JI事務担当者JI商業人JI商業を自己の職業とす

る者」とし寸表現が使われている。中学校卒業後すぐに就職する生徒が多かったためか，実社

会に直結した準備教育であることを目標としている。しかし昭和26年版の「商業を自己の職

業とする者」という表現は具体性が無く，その内容は明確ではない。その後昭和31年版では，

「商業に従事する者」という表現に変わった。戦後の復興を遂げ，市民経済が上向きになりつつ

ある状況を考えると，商品売買業に従事する者だけでなく.管理的業務に従事する者も対象と

していると考えられる。昭和33年版では， I各種の商業ならびに経営管理や事務に従事する者」

とされ，その背景として，高度経済成長期を迎えての産業構造の変化，すなわち，サービス業

である第三次産業の従事者の増加，事務機器の発達が考えられる。昭和53年版では， 目標が一

つの段落文として文章化されたことと， I商業の諸活動」として商業が意味する範囲が拡がっ

た。また，それまで記載されていた市民教育の意味合いが薄まった印象も受ける。バフゃル期を

経て，時代は平成へと突入した。平成元年版では， I経営活動」という短い表現ではあるが，経

営者的・経営管理者的意識のもとに業務を遂行する能力と態度の育成を図ることをねらいとし

た2010 平成10年版では，昭和22年版以降ずっと使い続けてきた「商業」の言葉だけではなく，

「ビジネス」という言葉を使用した。近年，特に変化が著しい経済の国際化，情報化，サービス
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の進展等に伴い，平成元年版で示された「経営活動」の内容が，さらに変化したと予測される。

そこでは，生きる力という生涯学習の基礎的な資質の育成を重視した商業教育の展開の必要性，

次に経済社会の変化に柔軟に対応できる能力の育成を重視した商業教育の展開が重要となる

21)。そのため，ビジネス教育の視点を新たに取り入れることと した。

昭和22年版からいくつかの改訂を経てきた商業の教育目標。その改訂ごとに，商業の意味合

い，商業教育の概念そのものが変化してきた。商業教育が，実社会への準備教育であること に

変わりはないが，現在では，単なる 「商業 (commerce)Jという概念を超えた 「商業(business)J 
概念へ進化したと受け止められる却。 つまり， 1商業，通商」と言った狭義の商業概念から， 1業
務，職業，実業」と言った企業の経済的諸活動全般を意味する概念へと拡大したのである。平

成10年版当時の文部科学省吉野弘一視学官は， 1商品の生産・流通・消費にかかわる企業の利潤

獲得を目的とした経済的諸活動の総称である」と，1商業(business)J概念を定義づけているお)0

学習指導要領に記載されている形式は，昭和22年版当時，特に昭和26年版では多くの目標が示

され，その意味付けまでも細かく示されていた。ところが，昭和53年版以降は，それまで幾つ

かの目標が並べられていた形式から文章へと，スタイルが変更となった。それ以降，商業の目

標として示されている文言そのものは少ないが，そこに含まれている内容や広がりは，ますま

す拡充していると言えよう。

E 学習指導要領の変遷一簿記の科目目標

前節で，商業の教育目標について， 学習指導要領の変遷をもとに辿っていった。商業の教育

目標に基づき，商業科目はどのような変遷を辿っていったのか。第1表のように，時代の要請

に応じ，昭和22年版から昭和45年版までは，科目数が増えていった。特に昭和45年版では，教

育課程全体に弾力化ならびに多様化の動きがあり，また情報処理教育の導入も絡んで，商業科

目は20科目からl.8倍の36科目へと一気に増加した。しかし昭和53年版では，多様化への反省

を受けて.教育内容の精選が行われ，科目数は18科目へと精査された。平成元年版には， 1課題

研究Jが新設されたり 学校の独自性や地域性を活かすための学校設定科目の新設などの経緯

を経たりして，現在は17科目となっている。

第 1表 学習指導要領における商業科目の変遷(簿記関係科目のみ抜粋ω)

昭和22年版 昭和26年版 昭和30年版 昭和33年版 昭和45年版 昭和53年版 平成冗年版 平成10年版
6科目 14科目 20科目 20科目 36科目 18科-目 21科目 17科目
簿記会計 簿記会計 商業簿記 商業簿記 簿記会計 I 簿記会計 I 簿 記 簿 百己

ziz 入 計 ふ:z:;;、 言十 簿記会計E 簿記会計H AZ3、E 言十 iZZ L 計
工業簿記 工業簿記 簿記会計E 工業簿記 工業簿記 原価計算
銀行簿記 銀行簿記 工業簿記 税務会計 税務会計 会計実務

銀行簿記

税務会計

機械簿記
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第 1表は，本論で取り上げる簿記関係科目のみを抜粋したものである。これまで簿記会計分

野の科目では，時代の変化に伴つての「銀行簿記JI機械簿記」の消滅，国際化・情報化等の企

業環境の変化に伴った「会計実務Jの新設が見られた。時代の変化に伴い，いくつかの科目が

新設され，淘汰し消滅する中で¥簿記は昭和22年版から存在し続けている。さらに遡ると，近

代教育が始まった明治時代において.すでに記簿法お)という科目名のもと，簿記は学習科目の

ーっとして設定されていた。戦後も，若干の科目名の変更や内容の変更はあるものの，簿記が

商業教育の中心科目として存在していたことは，いかに簿記教育が商業教育の中で重要な地位

を示していたかの一つの証となるであろう。

次に，昭和22年版以降の，学習指導要領における「簿記」の科目目標の変遷を辿ることにす

る。

1 昭和22年版 (1947年版)261 

第二章 簿記の教育目標

はじめのことばで考察したようなことを達成するために，学習を指導するに当たって具体的な目標をたて

てみると.次のようなことになる。

(1) 個人の家計，会社の会計.国家の財政などにおいて，簿記が必要であることを理解する。

(2) 簿記理論を理解しその技能を体得して，記帳・計算・整理などの事務処理に当たって，それを合理

的・能率的に処理する能力を養う。

(3) あらゆる事業の経営や家計に当たって，過去の成績を批判・検討してそれを改善し将来の方針をた

てる能力を養う。

(4) ものごとを処理するに当たって.綿密・細心に計画をたて.忍耐強く. しかも事実をありのままに記

載し整理する習慣をつける。

(5) ものごとを迅速に.正確に.ていねいに処理し きょうの仕事をあすに延ばさない態度を養う。

2 昭和26年版 (1951年版)271 

第13章簿記会計

第 1 目標

1 経営活動を金額によって記録し計算し整理する技能を養う。

2 簿記の原理と知識とを習得しこれを実地に応用する能力を養う。

3 数字を基礎として，経営活動を正確・めいりように処理する態度・習慣を養う 0

4 会計書類を読んで理解することのできる能力を養う。

5 会計の基礎的な理論仁監査の基礎的な知識とを習得する。

6 日常生活に簿記の知識・技能を応用する態度・習慣を養う。
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3 昭和30年版 (1955年版)28)…昭和31年実施 (1956年実施)

商業簿記

目標

(1) 簿記の基本原理を理解させる。

(2) 商取引を正確 ・めいりように記帳する技能を習得させる。

(3) 経理を明確に処理する能力と態度とを養う。

4 昭和33年版 (1958年版)訓…昭和35年版 (1960年実施)

第7 商業簿記

I 目標

(1 ) 簿記の基本原理を理解させる。

(2) 商取引を正確 ・めいりように記帳する技能を習得させる。

(3) 経理を明推に処理する能力と態度とを養う。

5 昭和45年版 (1970年版)301…昭和46年実施 (1971年実施)

第5 簿記会計 I

l 目標

(1) 簿記の基本原理を理解させる。

(2) 商取引を正確，めいりように記帳する技術を習得させる。

(3) 経理を明確に処理する基礎的能力と態度を養う。

第6 簿記会計H

1 目標

(1) 進んだ段階における簿記を理解させる。

(2) 取引を正確.めいりょう.合理的に記帳する技術を習得させる。

(31 経理を明確に処理する能力と態度を養う。

6 昭和53年版 (1978年版)3))

第2 簿記会計I

1 目標

(95) 95 

簿記の基本原理を理解させ，商品売買業における取引を正確.明瞭(めいりょう)に記録し計算し整

理する基本的な能力を養う。

第8 簿記会計E

1 目標

取引についての記帳能力を高めるとともに.企業会計に関する理論的基礎を理解させ，株式会社の財ー務諸

表を作成し利用する能力を養う。
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7 平成元年版 (1989年版)321 

第2 簿記

1 目標

商学研究第50巻第I号

経営活動に伴う取引を正確.明瞭(りょう)に記録・計算・整理するための知識と技術を習得させ.簿記

の基本原理を理解させるとともに，合理的な会計処理を行う能力と態度を育てる。

8 平成10年版 (1998年版)331 

第10 簿記

l 目標

企業における取引の記録・計算・整理に関する知識と技術を習得させ，簿記の基本的な仕組みについて理

解させるとともに.豆之丞3..02諸並動を計数的に把握する能力と態度を育てる。

簿記の科目目標自体は， 日常の取引を仕訳し勘定記入を経て決算処理を行い，財務諸表を

作成すると言った基本的な仕組みの理解であり.特に変化がないと思われる。簿記の内容その

ものが変化しない限り，その科目目標も変化はしないであろう。しかしその表現方法として，

昭和22年版・昭和26年版においては，簿記そのものを理解することを目標とする視点から，簿

記を学習することにおける日常生活との関連，良き職業人としての在り方にまで、拡がっている

点が，時代を反映していると言えよう。昭和30年版以降は，職業人としての在り方よりも， ま

ずは簿記の基本的な仕組みの理解に重点を置いていると受け止められる。また，平成10年版は，

簿記の基本的な仕組みとともに， ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力といった.商業の

教育目標にも用いられた概念が含まれている。つまり，簿記という点で考えると，会計情報の

作成者としての能力だけではなく，利用者としての能力の育成を図るといった目標も含まれる

と読み取れる。

以上のように，学習指導要領における簿記の位置づけ 更に簿記という科目が商業教育の中

心的な科目であることが確認できた。商業科高等学校で学んだ生徒が，必ずしも企業の経理担

当者として簿記に携わるわけではない。企業内で，直接的な経理担当者として簿記会計の知識

を必要とするだけではなく，経済社会に生きる一人の人間として，簿記の知識を知り，活用す

る能力が必要であることが改めて認識された。

U 愛知県の商業教育の現状

日本の社会問題のーっとして，少子高齢化問題がよく取り上げられる。商業科で学ぶ生徒数

も子供の数の減少に伴い，第2表のように昭和40年度をピークに減少傾向にある。その受け皿

である商業科高等学校そのものも減少しているという実態がある。生徒数ならびに学校数も全

国的には減少の傾向にある中，愛知県は特異な数値を示しているのがわかる(第3表 ・第4表

参照)。平成20年度の場合，愛知県全体の高校生の中で，商業科の生徒数の割合は8.1%である
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が，全国の商業科生徒数の中での愛知県の生徒数の割合は6.6%であり この値は極めて高いと

言える。多くの商業科高等学校が淘汰あるいは改編されている中.愛知県では県立の単独商業

高等学校9校，名古屋市立の単独商業高等学校2校，併設校14校，総合学科6校討)と.依然商

(97) 簿記教育の必要性

業科の存在意義が確立されている県であると言える。

学校基本調査) 351 商業科生徒数の割合の推移(平成20年度第2表
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第4表 全商業科生徒に対する都道府県別商業科生徒数の割合(平成20年度 学校基本調査) 371 
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道 川 山 島

その背景には， どのような理由があるのだろうか。ここでは， 4つの理由を取り上げる。

第一に，学校自身の絶え間ない自助努力。多くの学校が 「ビジネス基礎JI課題研究JI総合

実践」等の授業ならびに学校行事を通じて， その学校独自の取り組みを行っている。電子商取

引，庖舗経営， オリジナルブランドの開発，パソコン教室の実施， 地域イベントへの出庖， ボ

ランテイア活動などが， 具体的に挙げられる。特に地域社会への貢献ならびに地域社会との触

れ合いを中心に 各学校が独自性をもって取り組んでいる行事は数多いお)。全ての試みが成功

生徒が実体験に基づく感動を得るために，各学校が創意工夫を凝らしていする訳ではないが，

るのが， 商業科活性化の一因であろう 。

第二に，検定試験への取り組み。「簿記JI情報処理」等を中心に，授業の一環として，様々

な高度検定試験への合格に向けて挑戦している。商業科の高等学校では， 全国商業高等学校協

会主催(以下，全商と略す)， 日本商工会議所主催(以下， 日商と略す) をはじめとして，数多

くの検定試験が実施される。また， 全商の検定試験においては， 1級3種目以上合格で， 更に

その努力が称えられての表彰を受けるという仕組みになっている。日商簿記 1級， 情報処理技

術者の国家試験等， 商業科高校生のレベルを超えた上級試験に挑戦している学校もある。

第三に， 商業系部活動の高い成果。本県の商業系部活動は， 7月に行われる各部の全国大会

に向けて， 6月に各部毎の県予選を実施したり， 11月に行われる東海大会に向けて， 9月に県

予選である「愛知県高等学校商業実務総合競技大会」を実施したりしている。「東海を制するも

のは，全国を制する」とも言われるように， 愛知県を含めた東海地区の商業科高等学校は， 商

業系部活動が盛んな地域である。平成20年度の全国大会の結果は，情報処理が優勝 .4位， 速

記が4位.5位 .8位，英語スピーチコンテストが最優秀賞など， どの部活動においても日頃
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の努力の成果が現れた結果と言えよう 3910 この結果一つにおいても，商業系部活動が運動系部

活動同様， 日々熱心に活動していることがわかる。

最後に進路先の充実である。愛知県は，我が国の中央に位置するという利便性もあり，数多

くの企業が存在する。そのため，平成20年末に世界的な経済危機に見舞われながらも，全国的

に見れば恵まれた雇用情勢と言える。

第5表有効求人倍率の推移川
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恵まれた雇用情勢の影響は，高校生に対する求人数にも反映されている。そのため，愛知県

の商業科を卒業した生徒は，他府県よりも恵まれた状態にある。

また，商業すなわち就職というイメージがあるかもしれないが，平成20年度学校基本調査に

よると，平成20年3月に商業科を卒業した生徒の43.9%が就職， 25.9%が大学・短大等への進

学， 24.5%が専門学校等への進学と，卒業後の進路先の割合が，就職も進学もあまり変わりな

い状況になっているc[lJ。 大学全入時代を迎えようとする昨今，商業科で学んだ生徒が進学する

ケースも多いため，大学等も，商業科生徒に対する推薦枠の拡大等，商業科高校生の受け入れ

態勢が整えられている。このように.商業科の高等学校へ行けば就職できるとし寸 地域からの

信頼も厚く， また商業科から大学等への進学も可能であるという認識も拡がってきている。

愛知県の商業科高等学校の存在意義は，次のような点にも影響を及ぼしている。それは，教

員の採用人数である。他県では，採用を見送るケースもあるようだが，愛知県では毎年募集が

ある。高校生の生徒数が減少する中，少人数教育の推進，また団塊の世代と言われる年代の方々

の退職等も影響し愛知県の採用者数は他県に比べて多く，安定している。そのため，特に近

年，他県からの応募者，それに伴って他県からの採用者も増えてきたという現象が見られる。

以上4つの点から 愛知県の商業教育の現状について報告した。すべて愛知県の商業科高等

学校に有利な点ばかり挙げたように思われるかも しれないが，その背後には，他の地域同様，
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商業科高等学校の危機意識があることを忘れてはならない。他府県の商業科高等学校が淘汰さ

れている状況を把握し商業科高等学校ならびにそこで勤務する商業科教員が，危機意識をもっ

て教育活動を実践している。その地道な努力の上に現在がある。このような意味でも，商業科

教員を目指す者にとって，愛知県はやりがいのある県のーっと言えよう。

V 愛知県の簿記教育の現状

愛知県の商業科高等学校は，括り募集を採用しており， 1年次では基礎3教科である 「簿記」

「情報処理JIビジネス基礎」を全員履修する。 2年次以降，各専門学科ならびにコースに分か

れて専門性を高める科目を履修することになる。そのため， 1年次で学習する「簿記」の習得

が， とても重要となってくる。

ここで，愛知県内の2校を例に，教育課程ならびに簿記の科目形態を紹介する。

1 例 1 県立単独商業高校 (A校)の場合

・教育課程(平成21年度 一部抜粋)421 平成20年度入学者用

普通科目 商業科目 商業科目の科目名

1年次 18単位 11単位 ビジネス基礎(3)，簿記(4)，情報処理(4)

2年次
18単位 11単位 会計(5)，原価計算(4). ビジネス計算(2)

(経理科)

3年次
16単位 13単位

課題研究(3)，総合実践(3)，会計(4)

(経理科) OA実習(3)

1年次に「ビジネス基礎JI簿記JI情報処理」の基礎3科目を学習しその中でも特に簿記

に興味関心を抱き，その能力を伸長したい生徒が経理科に進む。2年次は，週30単位のうち，

HRl単位と普通教科18単位を除いた11単位が商業科目に割り当てられる。11単位の内訳は，

「会計JI原価計算JIビジネス計算」となっている。簿記関係の科目としては「会計JI原価計

算」であり，全商簿記実務検定1級合格に向けて取り組んでいる。

更に 3年次では， 13単位が商業科目に割り当てられており， I課題研究JI総合実践JI会計」

IOA実習」で構成されている。「会計」では，日商簿記検定2級合格を目指している。A校の

場合， I総合実践」という科目の中で，模擬取引を基本とした諸書類の作成，諸帳簿への記入を

行うとともに，進んだ学習としてコンビュータ会計を取り入れているのが大きな特長となって

いる。これまで学習してきた簿記会計の知識を活かし実際の取引を仕訳しそれをコンピュー

タに入力して財務諸表の作成を行う。実際に生徒が行う作業は，仕訳を入力するだけである。

その後は， 自動的に勘定科目ごとに集計され，貸借対照表ならびに損益計算書の作成，経営分

析までコンビュータが行ってくれる。そこで大切なのは 人間に求められる能力とコンピュー

タが行う作業との違いを生徒に理解させることである。コンビュータは，人間の何倍もの速度

で記録・計算を自動的に行う。しかし 簿記上の取引であるか 取引がどの勘定科目で仕訳さ
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れるのか，またどの方法で計算するのかを算出し数値を確定するかは，人間の判断である。い

くらコンピュータが発展し作業の効率性が上がったとしても，取引を正確に判断し処理する

簿記会計の知識が大前提であることを，教員が生徒に伝えるという重要性を忘れてはならない。

1年次で学習する簿記は，経理科に進む生徒にとっては特に基礎となる学習内容である。ま

た，総合ビジネス科・情報処理科といった他学科に進んだ生徒も， 2年次には簿記を履修する。

そのため， A校においても「簿記」は最も基礎的 ・基本的な学習内容のーっと して位置づけら

れている。

2 例2 県立単独商業高校 (8校)の場合

・教育課程(平成21年度一部抜粋)山 平成20年度入学者用

普通科目 商業科目 商業科目の科目名

1年次 19単位 11単位 ビジネス基礎(2)，簿記(5)，情報処理(4)

2年次
17単位 13単位 商業技術(3)，会計(5)，原価計算(5)(経理科)

3年次
課題研究(3)，総合実践(3)，会計実務(4)

18単位 12単位 ビジネス情報(2)選択科目(経理科)
上級原価計算(2)選択科目

B校の場合は，授業時間の確保という観点から，毎週月曜日は 7限まで授業を行っている。

そのため，週の時間数が31時間となる。1年次に 「ビジネス基礎JI簿記JI情報処理Jの基礎
3科目を学習するのは， A校を含めた他の県立商業科高等学校，全てが同じである。ただし

11単位の中の内訳は.各科目の目標や授業展開の違いにより，各学校で異なる。2年次は，週

31単位のうち， H R 1単位と普通教科17単位を除いた13単位が商業科目に割り当てられる。13

単位の内訳は， I商業技術JI会計JI原価計算」となっており，特に簿記関係科目として「会

計JI原価計算」で週刊単位行われていることが，特長であろう。全商簿記実務検定1級合格，

日商簿記検定2級合格に向けて取り組んでいる。3年次には，選択科目の導入がなされている。

B校経理科の特長として，簿記会計について，より高度な学習をしたい生徒に対しては「上級

原価計算」の履修を，簿記会計以外のコンビュータ関係について幅広く学習したい生徒に対し

ては「ビジネス情報Jの履修を選択できる教育課程が編成されている。また，I会計実務JI総
合実践」の一部に高度な簿記会計の学習内容を導入するなど，愛知県のリーダー的役割を担う

ために，弾力的な教科指導を行っていると思われる。

1年次で学習する簿記は， A校同様，経理科の学科に進む生徒にとっては特に基礎となる学

習内容である。また，事務科・情報処理科・国際ビジネス科といった他学科に進んだと しても，

2年次には「会計JI原価計算」を一部選択ではあっても，履修することができる。これは， B
校の特長のーっとして，どの学科に進んでも，科目の選択によっては 日商簿記検定2級に受

験できるという教育課程が編成されている。経理科に進んだ生徒だけでなく， 他学科に進んだ
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選択科目という幅の中で教育課日商簿記検定2級への受験希望が多かったため，生徒からも，

程を編成している。B校においても 「簿記」は最も基礎的・基本的な学習内容のーっとして位

全学科において重要な科目の地位を担っている印象を受ける。置づけられているだけでなく，

簿記検定への取り組み状況を報告する。平成20年度第67回全商簿記実務検定の受験者次に，

第6表・第7表である。数および合格者数の結果が，

一年間の成果として受験させる場合一年間の中で，

が多いため，平成20年度の場合も 1月の受験者数が全国で184，585名に対し，

1月の検定試験の受験者数ならびに合格者数を，

1月と 6月に実施される検定試験だが，

6月は73，349名で

グラフで表した。受験者

47都

あった。そのため，

数が10，000人を超えているのは本県のみである。割合としては全国の 6%に過ぎないが，

道府県の中でトップの人数である。 愛知県の簿記教育に対する熱心さを伺いこの状況からも，

そそれだけの指導者がし、て，知ることができる。また，受験者がこれだけし=るということは，

れだけの授業を日々展開しているという部分も，忘れてはならない。

ならびに検定試験の受験状況を取り上げた。数多以上，県立の単独商業高等学校2校の例，

本また一つの検定試験の状況ではあったが，くある愛知県の高等学校の中からのほんの一例，

県がいかに簿記教育を重視しているかを理解できたと思われる。商業教育に不易と流行がある

簿記教育は正しく不易なものと言えよう。とすれば，

都道府県別受験者数(全級の合計)州第6表
人
14，000 

6，000 

2，000 

4，000 

12，000 

10，000 

8，000 

北青岩宮秋山福茨栃群 i奇千束神新 宮 石福山長 岐静愛 三 j量 京大兵奈和鳥島岡広 山 徳香愛高福佐長熊大宮鹿 j中

海森手城田形 島 城木馬玉葉京奈潟山川井梨野阜岡知重 賀 都阪庫良歌取板山島口島川媛ま日間賞崎本分崎児縄

進 川 山 島
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第7表 都道府県別合格者数(全級の合計)-151 
人
8.000 

7，000 

6，000 

5，000 

4，000 

3，000 

2，000 

1，000 

北青岩宮秋山福茨栃群 I奇干東神新宮石福山長岐静愛三滋京大兵奈和鳥島町広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿，中
海森手城図形島城木馬玉葉京奈潟山川井梨野阜間生日重賀都阪庫良歌取 t!l.山島口島川鰻ま日間賀崎本分崎児網
道 川 山 島

羽 簿記教育の問題点および課題

簿記という学問に触れる最初の場は， ほとんどの人が，大学 ・専門学校そして商業科の高等

学校であろう。高等学校での「簿記」は， 教科書の章立ての順に進み，仕訳や帳簿への記入を

中心に授業が展開される。資産 ・負債 ・純資産・収益 ・費用等に基づき， 数多くの仕訳をこな

し貸借対照表や損益計算書等の財務諸表を作成する。このように，技術的側面が主となって

授業が展開される。それに対して，大学での「簿記論JI会計原理J等では，理論的側面を重視
した講義展開が行われる。

このような高等学校における簿記の授業展開を踏まえ， 簿記教育の現状として， いくつかの

問題点ならびに課題を挙げることにする。

第一に，検定至上主義。高等学校では，各団体が主催する検定試験に， 多くの生徒が受験す

る。特に，全商簿記実務検定は， 試験範囲が教科書に準拠しているということもあり， 学習到

達度が図りやすい。また， 応用力を伸ばしたり， 試したりする検定試験として， 日商簿記検定

にも多くの生徒が受験する。これらの検定試験のおかげで， 指導する側としては， 長期目標お

よび短期目標を生徒に掲げやすい。検定試験に合格するためにという学習意欲も喚起させやす

い。そのため， 簿記関係科目においては，検定試験の合格を達成目標と して，授業展開してい

る。もちろん，検定試験の効果は大きい。検定試験によって，授業が支えられていると言って

も過言ではない。しかし ここで忘れてならないのは 検定試験がすべてではないということ

である。検定試験の大きな効果に教員が頼りすぎ検定至上主義に陥ってはいけない。検定試

験は， あくまで生徒の理解度を図る客観的指標の一つであるという点を，教員は忘れてはなら

ない。と同時に，検定試験と切っても切り離すことができないのが商業教育である， というこ
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とも忘れてはならない。検定試験の効果を最大限活用しつつ， しかし検定試験だけがすべてで

はないという，両方の意識を持っていることが大切であると考える。

第二に，導入の困難さ。一年次の生徒，つまり初心者に「簿記」を教えることほど困難なこ

とはなし=。簿記は 「借方JI貸方」等の専門用語の難しさ 複式簿記の仕組みの難解さが，最

初に立ちはだかる。その基本的な仕組みゃ枠組みを理解し，ルールに沿って考えていけば，何

とか形になる。しかし 最初の壁が高すぎたか仕組みを覚えるまで、が複雑だったりすること

が， I簿記は難しい」と思わせる要因であろう。また，記帳の細かさも，導入時の壁となる。赤

色や黒色といった色の指定からはじまり 線の引き方，締め切り方など，細かな部分までしっ

かり理解することが求められる。本来簿記というものは，実社会に存在する会社の経営状態を

映し出す鏡として存在するものである。しかし言葉の難解さ，仕組みの複雑ざ記帳の細か

さが壁となり，簿記嫌いを生み出していることも現状であろう。この点を教員は意識して，い

かに初心者に最初のハードルを低く持っていくか.簿記の面白さを伝えるかが大切な点である。

第三に，実社会との求離。日商簿記検定2級を合格していても有価証券報告書が読めない，

教科書の問題や検定試験の問題は解けるが，企業の実際の取引が仕訳できない。また，個別の

問題には対応できても体系的には理解していない。このような問題は，実際に生じている。商

業科高等学校では まずは一年間 経理科といった簿記を専門に学習する学科やコースではそ

の後二年間，簿記関係科目を学習する。しかしどれだけ高度な知識を積んでも，実際の財務

諸表が読める，理解できるということとは，次元が異なるのである 4610 この現状を， どのよう

に受け止めればよいのか。

また，商業科高等学校で簿記を学習した生徒すべてが，就職後，財務諸表を作成する仕事に

携わることができるかと言えばその可能性は低し E。実社会では，財務諸表を作成するよりも，

財務諸表を読み，分析できる力の方が必要なのではないだろうか。いわゆる，経営分析である。

高等学校の授業，特に「簿記」では 財務諸表を作成する内容を学習する。それも大切ではあ

るが， I会計JI会計実務」等で学ぶ経営分析も，作成同様大切であるという点を自覚すること

が重要である。

第四に，教科書至上主義。先ほどの検定試験同様，教科書至上主義で授業を展開している。

教科書が最も大切な教材であることに異論はな"'0しかし 私たち教員は 日々の業務に追わ

れ，専門書等を読んで学習する努力を怠っているのではないか。これは， I簿記」だけに限った

ことではない。商業科教員が教えるべき科目数は 17科目強4ilとかなり多い。その中で，毎年

4~6 科目を担当する 。 しかしある年度に担当した科目を，来年度も必ず指導できるとは限

らない。そのため，毎年新しい科目を担当し，その指導を担うことになる。新しい科目を担当

することは新鮮ではあるし発見や楽しみも多し、。しかしその反面，深い知識の裏づけによる

教科指導は難しくなる。自助努力による部分が多いだけに 教員自身の自己研鑓能力が問われ

る。
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高等学校での，簿記教育に対する問題点ならびに課題を挙げてみた。商業科高等学校で学ん

だ生徒は創造力に欠ける すぐ仕訳で物事を考える，という話を聞いたことがある。この指摘

は的を得ている， と私は考える。検定試験一辺倒の学習は，そこまでの知識に留まる。技術を

裏付ける理論が大切なのである。だからこそ，大学という高度な知識を学ぶ場において， しっ

かりした理論に基づく技術を習得することが必要なのであろう。

w 簿記教育の必要性

戦後の商業の教育目標の変還ならびに簿記の科目目標の変遷，また愛知県の簿記教育の現状

ならびに問題点等を取り上げてきた。商業教育が始まった明治時代に，すでに商業教育の柱の

ーっとして簿記教育が行われていたことからも，簿記教育の必要性がわかる。本節では，改め

て簿記教育の必要性を考察する。

まず私見を述べる前に，昭和25年版学習指導要領の簿記に関する「学習指導上の要点-18)Jを

紹介する。

第3 学習指導上の要点

1 簿記会計科は.商業科の各科目の中でも.最主よ三車業丑mi色生長主投旦金二"J-C'虫ゑ。…(途中
省略)…経営活動を数字的にあいまいにしておいてはその目的山は達せられないから.経理を.正麗v二

位ヒ立i立」三処理玄ゑ箆度全賀:嵐宣糞えよよ1主主左企三主主ミ立2なことである。
2 この科目の学習には，翼益金運盤主弦箆企速度主O)fffii友生当去玄車ゑ。高等学校の段階においては.む

しろ.理論よ~L主立箆企友金i重重とされる ことが適当であろう 。 したがって学習にあたっては.記底捜

習を中心として行くのがよし、。特に.初歩の基本的部分については.このことがたいせつである。

この科目は実務性の濃厚な科目であるから.学校で習得した知識や技能が.実務について，活用でき

るように学習されなければならない。したがって.この科目の指導にあたっては.賞ζJ笈ι箆t!."J 
主主ぷ麗室h ぷ主主主主よ主主坐支主金ゑ。
3 この科目の内容は，広い分野にわたっているから.どの分野を.どのくらい学習するかということは.

学校や生徒の事情によ って，選択のしかたが異るであろう。また.どのような順序で.それぞれの分野

を学習 して行くかということについても， 学習の効果を学習する生徒にと って.できるだけ大きくする

ように. よく考慮されなければならない。

これまで刊行された学習指導要領には，学習指導法 (昭和22年版).学習指導上の要点(昭和

26年版).指導上の留意点(昭和30年版).指導上の留意事項 (昭和33年版)，内容の取り扱い

(昭和45年版・平成10年版)等，表現が異なりはするが，学習指導の方法が示されている。その

中で，昭和25年版のものが，高等学校における簿記教育の基本を示していると思われる。まず，

簿記は商業教育の最も基本的な つまり商業教育の代表的な科目であるという位置づけを認識

することが大切である。次に，技術的側面と理論的側面の両面を重視することの大切さである。

しかし対象が高校生ということもあって，理解しやすさに重点をおけば，技術的側面を重視

した方がよし凡 そのためには，記帳練習が中心になることも避けられない50)。それらを考慮し
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た上で，学校の状況，生徒の理解度によって 学習進度や幅の裁量を教員は考慮して授業を行

う必要がある。

簿記を指導する上での要点を理解した上で，簿記を学習することにより，何を得ることがで

きるのかを考える。

第一に，自己検証能力。簿記は 日常の取引を正しく判断し 仕訳することから始まる。処

理した仕訳を合計し別の帳簿にまとめ直す手続きもある。その都度， 自分の記録した内容に

ついて，正しく記帳されているのか，正しく判断されているのか.常に自分の行ったことを検

証する機会が与えられ， 自己検証能力が育成されると考える。

第二に，全体像を捉える力。簿記は， 一連の手続きの中で，今，何を行っているのかを意識

することが大切となる。自分の足元だけを見て全体がわからなくなるという「木を見て森を見

ず」という諺のようでは困る。一連の手続きや取引の中で，森を意識しながら木を見る，つま

り自分が立っている場所を正確に認識し処理を行うことが大切である。そのために，常に全

体と部分，森と木を判断する能力が養われると考える。

第三に，継続力。簿記の知識は，地道な知識の積み重ねの上にある。また知識を積み重ねる

ためには， 自分の手を実際に動かすという作業による理解が必要になる。簿記の学習に近道は

ない。努力をし続けた者のみが理解でき，その理解が定着し，道が開けると私は考える。以前，

1年次を対象とした学科説明会の時にも， I簿記と努力」に関して話したのを，今でも覚えてい

る。

簿記は， 一般的に技術的側面のみがクローズアップされ，理論的側面ならびに簿記を学習す

る上で培われる人間性については.議論されることが多くないと思われる。しかし簿記を学

習するにあたって三つの力が養われ，人間形成の一助となるのである。また，簿記の知識を習

得するためには，経済活動や社会の仕組みを理解する必要がある。簿記を取り巻く経済や社会

の動きを知って，はじめてその流れが理解でき，仕訳や財務諸表の作成と言った作業が行われ

る。そのためには，言葉や文章の理解，数値の判断等，人間としての基本的な能力も必要となっ

てくる。それは，簿記そして会計という人間の行為が，社会的な行為であり，単に技術ではな

いということである。このことを，藤田教授は 「会計は社会的なひとつの力であることを学生

にわかってもらいたい51)Jと語られている。

簿記を学習するに当たって養われる三つの力，社会的な行為としての力，これらを育成する

ためには，その根底に根ざすべき 「正義の心JI真実な心J，そして物事を素直に受け入れる「素

直な心」が必要になる。簿記教育を受けるにあたって，また指導するに当たっても，これらの

心が必要となり養われる。このような観点から，正しく簿記教育は人間教育の一役を担ってい

る， と私は考える。
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¥mI おわりに

これから簿記を学ぶ学生に向けてということで本稿を著したが，これを執筆することにより，

これまでの私自身の教員生活ならびに簿記との関わりを回顧することができた。今改めて思う

と，決して自分から切望して簿記と関わりをも ったわけではない。しかし長い関わりになっ

ていることは事実である。どうして，このように長く興味を持ち続けることができたのか。原

点は，高校時代に遡るかもしれない。

中学生の時，将来税理士になることを希望していた私は，商業科高等学校へ進学した。最初

は，簿記の細かな仕組みを細部まで理解するので、精一杯だ、った。しかし 一つずつ処理をして

いけば，必ず結果が表れる簿記に興味を抱いた。そして 2年次以降，迷うことなく経理科に進

んだ。

3年次，I会計」の授業の教科担任の先生は， 当時非常勤講師であった税理士を本職とする方

であった。学習内容は日商簿記検定1級であった。難解な問題に悪戦苦闘しつつ，考えていた

答えと解答が合っていた時，数値が算出できた時は充実感を味わったものだ、った。そのような

難しい授業の中で よく先生が仰っていたのが，次のような言葉だ、った。

「黒津清先生の理論によると...。番場嘉一郎先生の理論によると…。J

当時の私は，ただその言葉通りにいろいろな研究者の方の考え方をノ ートにとり，理解する

のに必死だ、った。教科書やテキストの背景にある考え方，文字を飛び越えてくるいろいろな考

え方に自然と興味を抱き 黒津先生や番場先生に勝手な親近感を抱いた。

今思えば，何て賛沢な授業を高校生の時に受けていたのだろう。それを思えば，私が現在展

開している授業は どれほどのレベルのものであろうか。ただ教科書や問題集に書かれている

ことを基本に，経験のみで膨らんだ知識でもって教えているだけではないだろうか。自分の勉

強不足を棚に上げ，ただ恥ずかしい思いのみである。

それから幾年かが経ち，藤田教授の講義を受けた時も，同様な恥ずかしさに襲われた。いか

に，私が簿記を知らないか，また知った振りをして教壇に立っていたのかがわかった。そして，

仕事上は教える立場であっても，常に学ぶ側の姿勢を忘れてはならないという両者の目をもっ

意味で，藤田教授から指導を受けた。大学院での道のりはとても険しく， 学問の世界には，中

間点や経過点はあっても，頂点が無いことがわかった。だからこそ， 一生涯学び続けることの

大切さを知り ，教える側の自分が，まず学ぶ姿勢をも っていることが大切であると感じた。例

え間接的ではあっても 何らかの形で生徒に還元できると信じ，現在も学び続けている。

「学べば学ぶほど，人は謙虚にならざるを得ない。J

この言葉は， 藤田教授から講義中にいただいた言葉である。何かを学ぶことによ って，いか

に自分が何も知らないか，気づかされる。だから，人は謙虚にならざるを得ない。私にと って

学ぶことの素晴らしさは，そのものを学ぶことの価値だけではなく， 学ぶことによって知り得
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た人間の心の在り様かもしれない。

これから簿記を学ぶ方々には，技術論のみに触れるのではなく， ir真実，偽りなき現実Jを
語ることの大切さ， r正義』の心」と言う簿記の心，会計の心に触れていただきたい。そして，
簿記を学ぶことを通じて，また様々な学問を通じて，人間としての心の在り方を学んでいって

いただきたい。
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